
澤田俊一 

地盤のリアルタイム液状化判定装置 
－ピエゾドライブコーン（PDC）－ 

エンジニアリング本部 
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今日お話しすることは 
現地調査のみで液状化判定が可能な液状化判定
装置ピエゾドライブコーン（PDC）の紹介です。 

NETIS登録 
TH-100032-A 低コスト 

ｺﾝﾊﾟｸﾄ 

詳  細 

短時間 
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低コスト 
短時間 

 



液状化の発生しやすい地盤条件 
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浅  い 深  い 

軟らかい 
（緩い） 

硬い 
（締まっている） 

砂質土 粘性土 

地下水位 

地盤の硬さ 
（締まり具合） 

土の種類 
（粒度特性） 

項 目 
液状化の発生しやすさ 

発生しにくい 発生しやすい 

細かい粒が少なく 
サラサラ 

細かい粒が多く 
ネバネバ 



会社のPCで液状化判定 
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液状化判定の手順 
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【従来法】 

現地調査 
（ボーリング調査） 

室内土質試験 

液状化判定 

土の種類 
地盤の硬さ（N値） 
地下水位 

粒度特性 
（細粒分含有率：Fc） 

3日 

7日 

10日 

＋ 

＝
 

【課題】 

• 現地調査＋室内土質試験でコストが高い 

• 液状化判定までに10日以上かかる 



PDC 
（間隙水圧測定を伴う動的貫入試験） 

粒度特性 
（細粒分含有率：Fc） 

【従来法】 

現地調査 
（ボーリング調査） 

室内土質試験 

液状化判定 

土の種類 
地盤の硬さ（N値） 
地下水位 

3日 

7日 

10日 

＋ 

＝
 

PDCクラウドを使用して 
現場ですぐに液状化判定 

PDCクラウド 

液状化判定の手順 

【 PDC 】 

現地調査 
（PDC） 

液状化判定 

地盤の硬さ（N値） 
地下水位 
土の種類・粒度特性 
（細粒分含有率：Fc） 
 室内土質試験不要 

1日 

1日 
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・室内土質試験が不要＝低コスト 

・1日で液状化判定＝短時間 



間隙水圧計を 
内蔵した先端コーン -1.0
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PDCで室内土質試験が不要なのは？ 

現地調査時に測定した間隙水圧より、土の種
類・粒度特性を推定します。 

ハンマー（30kg） 

落下高 

35cm 

液状化しにくい細かい粒
が主体な粘性土の場合 

液状化しやすい細かい粒の少
ないサラサラな砂質土の場合 

この水圧の 
違いに注目 
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液状化しにくい細かい粒
が主体な粘性土の場合 

液状化しやすい細かい粒の少
ないサラサラな砂質土の場合 

この水圧の 
違いに注目 
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PDCで室内土質試験が不要なのは？ 

現地調査時に測定した間隙水圧より、土の種
類・粒度特性を推定します。 
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ピエゾドライブコーン（PDC）の特徴 

現地調査のみで室内土質試験が不要 
低コスト・短時間で液状化判定ができます。 
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コンパクト 
短時間 

 



貫入装置に動的貫入試験機を使用 

11 
人力で移動が可能 

狭い場所でも設置可能 

コンパクトで反力不要な機動性の高い動的貫入試験
機を使用しています。 

幅1.5m 



1地点当たりの作業時間 
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設置・準備 
（20分） 

調査・測定 
（100分/10m） 

引抜き・撤去 
（30分） 

10m調査 
（150分） 

・10～15mの調査で1日2地点 

・20mの調査も1日で完了 
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制約の多い現場に適用可能 
• 現地調査時間は短時間 
• 人力移動可能で運搬・撤去が容易 
• 狭い場所でも調査が可能 

• 作業時間が限られている現場 

• 緊急時に撤去が必要な現場 

• 作業範囲の狭い現場     など 

制約の多い現場に適用可能 



制約の多い現場例 
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空港 

工場 

鉄道 

道路 

河川堤防 

滑走路 



空港滑走路での適用事例：現場条件 
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【滑走路の液状化対策効果確認】 

静的圧入締固め工法（CPG工法）  

液状化層 

地
盤
改
良
区
間 

非液状化層 

非液状化層 

PDC調査地点 
  
  

  CPG改良杭 
 改 良 率 ：5％ 
 配    置 ：正三角形 
 改良ピッチ ：2m 
 概算改良径 ：φ0.47m 

2m 

2m 2m 

改良部と調査地点配置図 

 
 ◆ 改良前 
 

◆ ◆ 

 
 
 ◆ 改良後 

◆ ◆ 

＜現場条件＞ 
・滑走路供用中につき、作業は夜間 
・朝6時に供用再開のため、5時までに 
 完全撤去すること 
・舗装の撤去・復旧を行うこと 
・緊急時には撤去可能なこと 

1夜間（23時～翌朝5時）で舗装の撤去・ 
復旧も含め1地点（17m）のPDC調査を完了 
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空港滑走路での適用事例：調査結果 
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地
盤
改
良
区
間 

地盤の硬さ 
軟  ←  中位  →  硬 

強さの比較 
改良後/改良前 

⇒改良効果有 

改良前後の地盤の硬さ・強さを比較し 
液状化対策の効果を確認 

地盤の強さ 
弱  ← 中位 →  強 
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貫入装置の種類 
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標準型（ミニラム） 

貫入能力の高い大型装置（SRS） 

よりコンパクトな 
小型装置（μPDC） 

2.5m 

2.8m 

1.7m 
地盤状況や現地状況に応じて 

貫入装置が選択可能 
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ピエゾドライブコーン（PDC）の特徴 

現地調査のみで室内土質試験が不要 

機動性の高い動的貫入試験機を使用 
コンパクト・短時間なので、制約の多
い現場でも適用できます。 

低コスト・短時間で液状化判定ができます。 
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詳細な結果 
低コスト 

 



液状化する 

× 
液状化しない 

〇 
サラサラ    ネバネバ 
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詳細な調査結果 
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軟      硬 

地盤の硬さ 粒度特性 液状化判定結果 土の種類 

粘性土 砂質土 

1m毎の点で評価することとなる。 

◆従来法 



液状化する 

× 
液状化しない 

〇 
サラサラ    ネバネバ 
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詳細な調査結果 
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軟      硬 

地盤の硬さ 粒度特性 液状化判定結果 土の種類 

◆従来法  〇ＰＤＣ   

粘性土 砂質土 
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液
状
化
層 

 
 

1打撃毎に地盤を評価するので、 
詳細な調査結果が得られます。 



PDC-No.1　                    m m

【備考】

業務件名 調査位置 解析基準名
建築基礎構造設計指針

（2001）

液状化ポテンシャルサウンディング試験結果図
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実際の出力結果 
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地盤の硬さ 
軟   硬 

粒度特性 
ｻﾗｻﾗ   ﾈﾊﾞﾈﾊﾞ 

地盤の強さ 
弱   強 

地震の強さ 
弱   強 

液状化判定 
×   〇 

調査結果は、1枚にまとめて出力されます。 

深 
 

 

さ 
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多くの地点で調査が可能 

これまでより 

・室内土質試験不要で低コスト 

・制約の多い現場で適用可能 

・現地調査も短時間 

従来法のボーリング調査と同じ費用・同
じ時間で多くの地点で調査が可能 
 ⇒広範囲の液状化予測に有効 
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ピエゾドライブコーン（PDC）の特徴 

現地調査のみで室内土質試験が不要 

機動性の高い動的貫入試験機を使用 

1打撃毎に地盤を評価 

コンパクト・短時間なので、制約の多
い現場でも適用できます。 

低コスト・短時間で液状化判定ができます。 

低コストで詳細な結果が得られる
ので、広範囲の液状化予測や液状
化対策工の検討等に役立ちます。 
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ピエゾドライブコーン
（PDC）の実績 



ピエゾドライブコーン（PDC）の調査実績 
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液状化予測 

液状化対策の検討および効果確認 

河 川 

宅地 
建築 

空 港 
港 湾 

鉄 道 

道 路 
下水道 

PDCコンソーシアム平成27年4月末までの実績 

延べ7,593m 



国土交通大臣賞受賞 
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まとめ 
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今日お話したことは 

制約の多い現場への適用 
経済的な液状化判定 

広範囲の液状化予測や液状化
対策工の検討への活用 

PDCの普及・活用により、液状化の
防災・減災に貢献いたします！ 

現地調査のみで液状化判定が可能な液状化判定
装置ピエゾドライブコーン（PDC）の紹介です。 

低コスト ｺﾝﾊﾟｸﾄ 詳 細 短時間 



お問い合わせはこちらまで 

               中部支社 

〒463-8541 

名古屋市守山区瀬古東2丁目907番地  

TEL 052(793)8321  

担当：サービス開発部 横田義男 

URL:  http://www.oyo.co.jp/ 
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ご静聴ありがとうございました 
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